


　土工　一式

畑かん施設工

　　　ポリエチレン管布設　　L＝１４２ｍ

　　　バルブ工　１箇所

　　　ドレーン工　１箇所

　　　空気弁工　２箇所

　　　キャップ工　２箇所

　水路工

　　　水路工　L＝５３．４ｍ

　　　畦畔　　L＝５５ｍ

　　　排水桝据付　２箇所

＜　理　由　＞

＜　概　要　＞



特記仕様書 

工事名： 荒間地区パイプライン・水路災害応急復旧工事 

 

第1条 一般 

この特記仕様書は、「農林水産部 土木工事共通仕様書（富山県農林水産部）令和 3 年 4

月」によるものとし、第 1 編共通編 1-1-2 第 8 項に基づき、本工事に必要な事項について

定めるものとする。 

本工事の施工にあたっては、共通仕様書及び特記仕様書の他、これに付随する関係基準

書等に基づいて適正に施工すること。 

第2条 法令等の遵守及び届出 

工事の施工にあたっては、関係法令及び工事施工に関する協議（発注者地元関係者との

協議等）事項、道路等使用条件を遵守し工事の円滑な進捗図ること。 

第3条 安全管理 

工事期間中は、安全管理要員等を配置し、工事区域内全般の巡視、点検、連絡調整等を

行い安全確保に努めなければならない。 

第4条 安全教育・訓練の実施 

1  労働安全衛生法等に基づき日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に工事現場

に即した安全教育・訓練等を「安全教育・訓練等の実施要領」により毎月 1回（半日）

以上の頻度で実施するものとする。 

2  実施項目について「土木工事共通仕様書」（富山県農林水産部）1-1-5 施工計画書の記

載事項として「（10）安全管理」に含め、「安全教育・訓練の実施要領」様式-1 により工

事の内容に即した安全・訓練等の具体的な計画を作成し、監督員に提出するものとする。 

3  安全・訓練等の実施については、「安全教育・訓練等の実施要領」の様式-2 により安

全教育・訓練等の実施毎に記録写真等を撮影し、工事完成時に監督員に提出するものと

する。 

第5条 過積載防止対策 

 道路交通法及び道路法を遵守するとともに、過積載防止対策を記載した施工計画書を提

出するものとする。 

第6条 地場産品の優先使用 

 本工事に使用する資材等は、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合には、

県内地産品を優先使用するものとする。 

第7条 下請関係の適正化 

 本工事を下請に付す場合は、「施工体制の適正化及び一括下請負の禁止の徹底等につい

て」を遵守すること。 

 



第8条 社内検査の実施 

請負者は、工事の途中段階及び完成時において、発注者の検査前に社内検査を実施する

ものとし、時期・内容等について施工計画書に記載すること。また、実施結果について監

督員に提示するものとする。 

第9条 公害防止 

 建設機械の搬入・搬出及び現場作業による土砂の流出等により周辺に影響を及ぼした場

合は、直ちに現状に回復すること。また、本工事により周辺に影響が出ないよう配慮する

こと。 

第10条 施工機械 

1  本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、排出ガス対策型建設機械指定

要領に基づき、国土交通省で指定された建設機械を使用することとする。 

なお、排出ガス対策型建設機械に替えて国土交通省で認定された排出ガス浄化装置を

装着した建設機械についても、排出ガス対策型と同様と見なすものとする。 

機種 備考 

バックホウ 

トラクタショベル（車輪式） 

ブルドーザ 

発動発電機（可搬式） 

空気圧縮機（可搬式） 

油圧ユニット類 

  以下に示す基礎工事用機械のうち、ベースマシンとは別に、

独立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載する

もの 

  油圧ハンマ・バイブロハンマ・油圧式鋼管圧入引抜機・油

圧式杭圧入引抜機・アースオーガ・オールケーシング掘削

機・リバースサーキュレーション・アースドリル・地下連

続壁施工機・全回転型オールケーシング掘削機 

ローラ類 

 ロードローラ・タイヤローラ・振動ローラ 

ホイールクレーン 

ディーゼルエンジン 

（ エ ン ジ ン 出 力

7.5kw 以上 260kw 以

下）を搭載した建設

機械を対象とする 

2  排出対策型建設機械を使用する場合は、施工計画書（富山県土木部土木工事共通仕様

書 施工計画書 指定機械）の中で①機種・②メーカー名・③形式・④台数等を記載す

るものとする。なお、排出ガス対策型建設機械をやむを得ず使用できない場合は、設計

変更の対象とする。ただし、機械損料に差額のない機種についてはこの限りではない。 

 

 



第11条 残土の処分 

本工事で発生した残土については現場内で処理するものとする。なお、これによらな

い場合は監督員と協議するものとする。 

第12条 その他 

 その他、定めがない事項について疑義が生じた場合は、その都度監督員と協議するもの

とする。 













































































































項目 種別 規格・計算 単位 数量

土工 機械掘削 別紙土量計算 ｍ3 3

埋戻 別紙土量計算 ｍ3 1

保護砂埋戻 別紙土量計算 ｍ3 0.8

購入砂搬入 ｍ3 0.8

管水路工
ポリエチレン管布

設工
φ75 ｍ 142

ポリエチレン管継
手工

φ75 口 14

メカニカル継手工 φ100 口 1

メカニカル継手工 φ75 口 4

ねじ込み式鋼管継
手エルボ

80A 個 4

鋼管用オネジソ
ケット

φ75 個 8

メカ形径落管 φ100×φ75 個 1

メカ形T字管 φ75×φ75 個 1

3FNジョイント φ75 個 3

バルブ工 制水弁人力据付 鋳鉄製仕切弁φ75 基 1

メカ形フランジ継
手工

φ75 口 2

ドレーン工 制水弁人力据付 鋳鉄製仕切弁φ100 基 1

メカ形フランジ継
手工

φ100 口 2

 災害応急復旧工事 数量総括表
荒間地区



空気弁工 空気弁人力据付 急排弁FCD7.5 φ25 基 2

空気弁用サドルバンド
継手工 φ100×φ25 口 1

空気弁用サドルバンド
継手工 φ75×φ25 口 1

キャップ工 塩ビキャップ継手工φ125 口 2

舗装工 舗装版切断 ｍ 19

構造物取壊し・運搬廃材=6ｍ2×0.05ｍ＝0.3ｍ3 ｍ2 6

下層路盤工 RC-40 ｍ2 5

上層路盤工 M-40 ｍ2 6

表層工 20FA ｍ2 6



断　　面 土　　量 断　　面 土　　量 断　　面 土　　量 延　　長 平　　積

取出箇所 4箇所 0.9 3.6 0.3 1.2 0.2 0.8

計 0.00 3.6 1.2 0.8 0.0

測　　点 単 距 離 追加距離
機械掘削 埋戻 保護砂埋戻



項目 種別 規格・計算 単位 数量

土工 機械掘削 別紙土量計算 ｍ3 50

人力盛土 別紙土量計算 ｍ3 16

埋戻 別紙土量計算 ｍ3 7

法面整形 別紙土量計算 ｍ2 70

用水路工
ベンチフリューム

機械据付
250　260×240×3995㎜ ｍ 53

コンクリート桝設置コンクリート排水槽B 個 2

硬質ポリ塩化ビニ
ル管人力布設

VU150 ｍ 5

45°エルボ 個 2

曲折工 基礎砕石 RC-40 ㎡ 0.1

巻き立てコンク
リート

18-8-25 ｍ3 0.1

型枠 箇所 1

仮設工 敷鉄板設置・撤去 W=3.0m　22×1524×6096 ｍ2 297

敷鉄板運賃 L=9km（往復） t 53

 災害応急復旧工事 数量総括表
荒間地区



断　　面 土　　量 断　　面 土　　量 断　　面 土　　量 延　　長 平　　積

NO.0～NO.1 3.02 3.02 0.9 2.8 0.0 0.0 0.8 2.5 0.0 0.0

NO.1～NO.2 27.00 30.02 0.5 13.5 0.3 8.1 0.1 2.7 1.2 32.4

NO.2～NO.3 25.00 55.02 1.0 25.0 0.0 0.0 0.1 2.5 1.5 37.5

NO.3～NO.4 1.30 56.32 0.5 0.7 0.0 0.0 0.1 0.2 0.7 1.0

畔作成 28.00 28.00 0.3 8.4 0.3 8.4 0.0 0.0 0.0 0.0

計 84.32 50.4 16.5 7.9 70.9

法面整形
測　　点 単 距 離 追加距離

機械掘削 盛土 埋戻



1.96

86 220 27

必要日数 1.35 0.21 0.08 0.32

日当たり施工量 37 78

供用日数（×1.8）埋戻 土羽工 BF据付掘削

敷鉄板供用日数算定書

荒間地区パイプライン・水路災害応急復旧工事

盛土 計 実用日数

設計値 50 16 537 70

8 日3.92 4.00 日



位置図
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既設管接合部A S=1:50
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既設管接続部A

既設管取出及び舗装復旧
既設塩ビ管切断φ125
塩ビキャップφ125 2箇所

バルブ工
仕切弁φ75取付
メカ形フランジ2組

空気弁工
空気弁φ25
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既設管取出及び舗装復旧（隣接箇所と合わせて1か所分）
既設塩ビ管切断φ100

ドレーン工
仕切弁φ100取付
メカ形フランジ2組

D

空気弁工
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平 面 図
1:500縮尺

※仮設管は露出配管とする
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基礎砕石 RC-40

18-8-25

型 枠

工
種

規 格名 称

曲折工

巻立コンクリート

0.65×0.85×0.1

(0.55×0.325－0.25×0.175)×0.85

0.85×(0.325+0.175)×2
＋(0.55×0.325－0.25×0.175)×2

m3

m3

m2

単
位 BF-250

1.0ヶ所当り

0.055

0.115

材 料 計 算 表

計 算 式
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敷
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敷鉄板設置延長 1:500縮尺
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敷鉄板L=50＋24＋25=99ｍ
面積A=99×3=297㎡
重量T=297÷9×1.6=52.8t


